




要約:香川県の高齢化率は、全国平均より 10 年以上先行する一方、出生率は 9.4(平成 2年)

と下回っている。このような高齢化・少子化の中での思春期保健対策は、母子保健行政の

中核として重要であるとの認識のもと、種々検討した結果、保健所が中心となって広く県

民に対し PR活動を展開するとともに関係機関との連携を強化し、地域保健の中核として積

極的に相談・調整機能を発揮することが重要であることが明確になった。 


